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インフルエンザの流⾏発⽣警報・注意報は発令されていませんが、市内では9
⽉に学級閉鎖が⼩学校、⾼校で発⽣しています。例年は1⽉から2⽉が流⾏のピ
ークですが、今シーズンは流⾏が早いかもしれません。 

⒈ インフルエンザの症状 
⼀般的に、⾵邪は様々なウイルスによって起こりますが、普通の⾵邪の多く

は、のどの痛み、⿐汁、くしゃみや咳などの症状が中⼼で、全⾝症状はあまり
⾒られません。発熱もインフルエンザほど⾼くなく、重症化することはあまり
ありません。 

⼀⽅、インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感
染することによって起こる病気です。38℃以上の発熱、頭
痛、関節痛、筋⾁痛、全⾝倦怠感等の症状が⽐較的急速に
現れるのが特徴です。併せて普通の⾵邪と同じように、の
どの痛み、⿐汁、咳などの症状も⾒られます。幼児ではま
れに急性脳症を、⾼齢者や免疫⼒が低下している⽅では肺
炎を伴うなど重症になることがあります。 

⒉ インフルエンザの感染経路 
主な感染経路は、患者の咳や唾液などの⾶沫により放出さ

れたウイルスを吸い込むこと（⾶沫感染）や、ウイルスが付
着した⼿で、⼝や⿐を触れること（接触感染）です。 

感染を予防するため、外出後の⼿洗いとうが
いの励⾏、室内の適度な湿度の保持と換気、⼗
分な睡眠と栄養摂取、流⾏拡⼤前のワクチン接
種などを⼼がけましょう。 

また、⾼齢者の住まいや⾼齢者⼊所施設など
への訪問では、インフルエンザ
ウイルスが持ち込まれないよう

にすることが重要です。特に病院に受診に⾏
く際には、感染拡⼤を防ぐためにも患者さん
及び付添いの⽅のマスクの着⽤も⼼がけまし
ょう。 
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⒊ インフルエンザの感染防⽌について 

⑴ 他の⼈への感染を防ぐため、⼈混みで
咳・くしゃみが出る時は、他の⼈にうつさな
いためにマスクを着⽤しましょう。マスクが
ない場合は、ティッシュや腕の内側などで⼝
と⿐を押さえ、顔をそむけて1メートル以上離
れましょう。 
 

⑵ ⿐汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨て、⼿のひらで咳や
くしゃみを受け⽌めた時はすぐに⼿を洗いましょう。 

⑶ 咳をしている⼈にマスクの着⽤をお願いしましょう。マス
クの装着は周囲にウイルスをまき散らさない効果のほか、周
りの⼈を不快にさせないためのマナーにもなります。 

⒋ 予防接種について 
インフルエンザワクチンの予防接種には、発症をある程度抑

える効果や、重症化を予防する効果があり、特に⾼齢者や基礎
疾患のある⽅など、罹患すると重症化する可能性が⾼い⽅には効果が⾼いと考
えられます。 

定期の予防接種については、別添「⾼齢者インフ
ルエンザ予防接種のお知らせ」をご覧ください。 

 

 

（札幌市公式ホームページ、北海道新聞 2023.9.22から⼀部引⽤） 

接種を促すことも⾝近な私たちだからできる「穏やかな⾒守り」の⼀つだと
思います。近所に気になる⼈、⼼配な⼈がいる⽅は活動への参加を検討してみ
てはいかがでしょう。 

お問い合わせは、町内会福祉部：稲垣（070-8359-3557）まで連絡をお願い
します。（連絡先は留守番設定です。） 


